
二
〇
一
六
年
分
の
申
告

書
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

申
告
書
に
は
本
人
だ
け
で

な
く
、
扶
養
家
族
の
番
号

も
記
載
す
る
欄
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
国
税
庁
は
、

番
号
未
記
載
で
も
受
理
す

る
こ
と
、
不
利
益
や
罰
則

は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

番
号
を
記
載
す
る
場
合

は
、
通
知
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー

と
運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー

を
添
付
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

組
合
は
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
「
基
本
的
人
権
尊

重
」
の
立
場
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対
し

て
い
ま
す
。
情
報
漏
え
い

な
ど
様
々
な
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
申
告
書
へ
の

記
載
に
つ
い
て
は
、
各
自

の
判
断
を
尊
重
し
ま
す
。

同
封
の
「
自
主
計
算
書
」

に
今
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
売
上
と
経
費
の
合

計
を
項
目
別
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
領
収
書
等
紛

失
し
た
経
費
も
金
額
が
わ

か
れ
ば
加
算
し
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

「
収
入
」
「
支
出
」
と
も

に
「
発
生
主
義
」
で
計
上

す
る
の
が
基
本
で
す
。
例

え
ば
、
一
月
の
稼
働
分
が

三
月
に
入
金
さ
れ
る
と
し

て
も
売
上
欄
の
一
月
分
の

と
こ
ろ
に
記
入
し
ま
す
。

同
様
に
未
払
い
の
支
出
も

年
内
発
生
分
は
計
上
し
ま

す
。一

年
の
収
支
を
自
分
で

計
算
す
る
と
、
無
駄
な
支

出
な
ど
も
見
直
せ
ま
す
。

二
十
八
年
分
か
ら
「
自

主
計
算
書
」
の
エ
ク
セ
ル

版
も
用
意
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
え
る
人

に
は
メ
ー
ル
で
フ
ァ
イ
ル

配
布
し
ま
す
。

申
告
相
談
会
は
「
納
税
」

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

給
与
所
得
者
な
ど
の
「
還

付
請
求
」
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
る
運
転
手
組
合
員

の
人
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
地
方
労
働
委
員

会
は
十
一
月
二
十
二
日
、

日
祥
運
輸
倉
庫
支
部
に
よ

る
不
当
労
働
行
為
救
済
申

し
立
て
事
件
に
つ
い
て
、

会
社
に
よ
る
不
当
労
働
行

為
の
一
部
を
認
め
救
済
命

令
を
下
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
に
本
社
を
置

く
日
祥
運
輸
倉
庫
株
式
会

社
は
、
組
合
結
成
前
に
リ
ー

ダ
ー
格
の
組
合
員
を
「
労

働
条
件
が
合
わ
な
い
か
ら
」

と
い
う
不
当
な
理
由
で
解

雇
、
他
の
組
合
員
に
対
し

て
も
様
々
な
嫌
が
ら
せ
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

今
回
県
地
労
委
は
、
従

業
員
が
組
合
員
に
対
し
て

組
合
脱
退
を
そ
そ
の
か
し

た
こ
と
に
会
社
が
適
切
に

対
応
し
な
か
っ
た
こ
と
、

団
体
交
渉
で
一
部
議
題
に

回
答
し
な
か
っ
た
こ
と
を

不
当
労
働
行
為(

労
組
法

違
反)

と
認
定
し
ま
し
た
。

不
誠
実
団
交
は
、
県
地

労
委
の
公
益
委
員(

当
時)

で
あ
っ
た
横
山
幸
子
弁
護

士
が
主
導
し
ま
し
た
。

任
命
権
者
で
あ
る
県
知

事
は
、
こ
の
事
実
を
重
く

受
け
と
め
る
べ
き
で
す
。
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政
府
は
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
案
し
ま
し
た
。
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
る
可
能
性
大
で
す
。
問
題
の
本
質
は
大
企
業
、
財
界
の
「
中
小
下
請
た
た
き
」
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
こ
に
こ
そ
「
改
革
」
を
！

一
九
六
六
年
十
二
月
十

五
日
、
愛
知
県
猿
投
町

(

現
豊
田
市)

の
国
道
で
、

ダ
ン
プ
が
道
路
を
横
断
中

の
保
育
園
児
の
列
に
突
っ

込
み
、
園
児
一
〇
名
、
保

育
士
一
名
が
死
亡
、
二
十

二
名
が
重
軽
傷
を
負
う
大

事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
故
に
よ
り
、
政

府
は
「
野
放
し
状
態
」
の

ダ
ン
プ
を
規
制
す
る
た
め

「
ダ
ン
プ
カ
ー
規
制
法
」

を
制
定
、
背
番
号
制
度
や

十
二
条
団
体
規
定
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
業

務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
最

高
刑
は
三
年
か
ら
五
年
に
、

大
型
運
転
免
許
の
取
得
は

二
十
一
歳
か
ら
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
運
行

記
録
計
、
自
重
計
、
サ
イ

ド
バ
ン
パ
ー
装
着
義
務
な

ど
、
車
両
の
安
全
対
策
も

強
化
さ
れ
ま
す
。

歩
道
橋
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
設
置
な
ど
、
通
学
路

を
中
心
に
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
事
故
の
背
景

に
あ
っ
た
建
設
業
界
の
構

造
的
な
問
題
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

事
故
か
ら
五
〇
年
、
全

国
ダ
ン
プ
部
会
で
は
十
二

月
十
三
日
、
現
地
を
訪
問

し
慰
霊
碑
に
献
花
、
黙
と

う
を
捧
げ
、
交
通
安
全
を

推
進
す
る
決
意
を
あ
ら
た

に
し
ま
し
た
。

組
合
で
は
二
月
か
ら
確
定
申
告
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

ま
と
ま
っ
た
休
み
が
と
れ
る
年
末
年
始
に
同
封
の

「
自
主
計
算
書
」
を
使
っ
て
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
で
一
年
の
収
支
を
計
算
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

い
よ
い
よ
今
回
か
ら
、
申
告
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

記
載
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
相
談
会
の
な
か
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
学
習
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

ランドセルが散乱する事故現場。奥が突っ込んだダンプ。


